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ごあいざっ

奈良県算数数学教育研究会
会 長 杉 澤 茂 二

自然の猛威に振り回された平成23年度でしたが，平成24年度も，スタート‘
から大きな影響を受けました。６月21日(木)に県立教育研究所で，第一学期
奈良県算数数学教育研究発表会を開催する予定でしたが，県下の一部に気象
警報が発令されたため，急迩中止させていただきました。関係の皆様方には
多大なご迷惑をおかけしたことを改めてお詫びします。
小学校部会では，実施できなかった一学期研究発表会で発表予定であった
内容を，夏期休業中の８月21日(火)に春日野荘で報告しました。開催にあ
たり，帝塚山大学現代生活学部こども学科教授勝美芳雄様，天理大学人間学部総合教育研究センター
教授上田喜彦様にお越し頂き，適切な指導助言を頂きました。毎年実施しています算数テストの利用
方法について，各学年で様々な提言を行いました。本会報は，その報告の要旨です。ご一読頂き，忌
‘庫のないご意見を頂ければ幸いです。

中学校部会では，今年度研究組織を一部改変し，これまでの領域別３部会を.１つにまとめ，「研究部」
としました。テーマを絞り，より授業実践に役立つ研究を進めていきたいと考えています。その成果
は今後の研究大会等で発表させていただきます。
また，中止となりました一学期研究発表会の報告会を開催する検討を行いましたが，どうしても日

程がとれず，やむを得ず見送らせていただきました。紙上発表として，本会報に発表内容の要旨を掲
載しておりますので，ご一読ください。
今後の活動ですが,１１月６日(火)に第二学期研究大会を生駒市の俵口小学校，上中学校を会場とし
て開催いたします。講師として奈良教育大学教授重松敬一様を予定しています。そして，平成25年
１月24日(木)に第三学期研究発表会を実施する予定です。また,１１月９日(金)の近畿算数・数学教育
研究大阪大会での発表など，今年も，研究をさらに深め，成果を広く間うていきたいと考えています。
常に目線を児童生徒に置いて，「基礎・基本の力をつけ，算数数学の楽しさを味わわせる」ことを大
きなねらいとして，今年の活動を進めたいと考えます。
奈良県教育委員会，各市町村教育委員会，大学並びに関係機関の皆様のご指導とご支援を得ながら，
やらされている仕事ではなく，「自分がやってみたい，自分が行きたい」研究会を目指したいと思いま
す。新しいメンバーを加えて，新しい気持ちで頑張りましょう。
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